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１）総合戦略の検証の実施について 

 まち・ひと・しごと創生法（平成２６年法律第１３６号）に規定される市町村まち・ひと・しごと

創生総合戦略として、平成２７年１０月に策定された「日野町くらし安心ひとづくり総合戦略」（以

下「総合戦略」）については、平成７２（2060）年に、日野町の人口が約15,900人に減少すると

推計（国立社会保障・人口問題研究所推計）されているなか、「日野町人口ビジョン」で見通してい

る将来展望人口、18,000人台の維持と人口構造の安定をめざすため、平成２７年度からの５年間

の基本的な方向と施策の取り組みを定めています。この総合戦略を進めることにより、安心して暮ら

せるまちをつくりそのまちの魅力で交流人口および定住者人口を増やし、持続的に発展する日野町を

つくることを目指しています。 

 このことから毎年度の事業完了後に基本目標と施策についての取り組み状況を外部有識者等の参

画のもとに効果検証することにより、その検証結果を踏まえた施策の見直しや総合戦略の改訂を行う

PDCAサイクルを確立し、総合戦略を着実に推進するために実施するものです。 

 

 

２）検証にあたっての着目点など 

 総合戦略の検証を進めるにあたって、次の着目点により検証を実施しました。 

①総合戦略に掲げる「めざす姿」の実現に向けて、４つの基本目標の総合的な自己点検が実施され、

事業の見直しも含めた今後の取り組みについてビジョンが明示されているか。 

 

 

 

 

 

 

 

②施策の取り組みについて、基本目標および基本的方向性を踏まえた取り組み状況を自己点検し、

今後の取り組みについてビジョンが明示されているか。 

③施策の取り組みについて、施策の内容を十分に理解したうえで取り組み状況を自己点検し、今後

の取り組みについてビジョンが明示されているか。 

④施策の取り組みについて、重要業績評価指標（ＫＰＩ）の実績だけでは計れない、取り組み内容

の質的な充実ができているか。 

 

 

 

  

１．はじめに 

（めざす姿） 

人と人がつながり、顔の見える関係のもと、いきいきと輝きながら活発に、地域をよくするため自

分たちで考え、自分たちで行動して安心して暮らせる地域をつくり、そのもとで地域のコミュニティ

や文化、産業をつくれるまちとなっている。また、地域内経済循環の活性化につながる、人をはじめ

自然、歴史など地域の誇りと地域資源を活かすことにより、「ひと」・「まち」・「しごと」のつながり

の好循環により持続発展可能なまちとなっている。と」のつながりの好循環により 
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２．検証方法 
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１）施策の検証方法 

施策の検証については、施策毎に取り組み状況等をまとめた「施策検証シート」を作成し、懇話会

委員の合議性により検証を実施した。 

「施策検証シート」の検証項目には、施策毎の目標値にあたる「重要業績評価指標（ＫＰＩ）の達

成度」だけでなく、施策の取り組み内容の質について検証を行うため、「施策の取り組み状況」、「施

策の今後の取り組み」、「基本目標・基本的方向を踏まえた取り組み状況」、「基本目標・基本的方向を

踏まえた今後の取り組み」を加えた５項目とした。 

 

 ２）施策の検証結果 

検証結果については、３０点満点とし、「施策の検証基準」に基づき、量的検証項目として重要業

績評価指標（ＫＰＩ）の達成度、施策の質的検証項目として４項目の採点を行い、５項目の合計点数

により５段階の検証結果とした。 

 

【量的検証項目】・・・点数配分１０点 

 量的な検証として、年度別の重要業績評価指標（ＫＰＩ）の目標値に対する実績値の達成度を検

証した。なお、重要業績評価指標（ＫＰＩ）が複数設定されている施策については、平均点を点数

とした。 

検証による点数配分は、次のとおりである。 

点数 10点 9 点 8 点 7 点 6 点 5 点 4 点 3 点 2 点 1 点 ０点 

KPI
の達
成度 

100
% 

100
%未
満～
90%
以上 

90%
未満
～

80%
以上 

80%
未満
～

70%
以上 

70%
未満
～

60%
以上 

60%
未満
～

50%
以上 

50%
未満
～

40%
以上 

40%
未満
～

30%
以上 

30%
未満
～

20%
以上 

20%
未満
～

10%
以上 

10%
未満
～0%
以上 

年度別の重要業績評価指標（ＫＰＩ）に関する検証結果を次のとおり５段階とした。 

KPI の検証結果 重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

の達成度 

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

の検証点数 

量Ｓ １００％～９０％以上 １０点～９点 

量Ａ ９０％未満～７０％以上 ８点～７点 

量Ｂ ７０％未満～５０％以上 ６点～５点 

量Ｃ ５０％未満～３０％以上 ４点～３点 

量Ｄ ３０％未満～０％以上 ２点～０点 
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 【質的検証項目】・・・点数配分２０点 

「施策の取り組み状況」、「施策の今後の取り組み」、「基本目標・基本的方向を踏まえた取り組み

状況」、「基本目標・基本的方向を踏まえた今後の取り組み」の４項目について検証を行った。 

検証による点数配分は、次のとおりである。 

検証項目 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 

【取り組み状況】 
施策の内容を踏ま
えた取り組みと検
証ができているか 

施策の内容を
十 分 に 理 解
し、取り組み
により達成し
ている 

施策の内容を
理解し、課題
解決と達成に
向け取り組み
ができている 

施策の内容を
理解し取り組
みができてい
る 

概ね施策の内
容を踏まえて
いるが、取り
組みが丌十分 

あまり施策の
内容を踏まえ
て取り組めて
いない 

【今後の取り組
み】 
今後の取り組み
は、施策の内容を
踏まえ、改善策等
を明記しているか 

施策の内容を
十 分 に 理 解
し、達成した
取り組みを維
持、または更
に改善しよう
としている 

施策の内容を
理解した取り
組 み を 実 施
し、課題解決
や達成に向け
た取り組みが
明示されてい
る 

施策の内容を
理解し、課題
解決や達成に
向けた取り組
みが明示され
ている 

概ね施策の内
容を踏まえて
いるが、課題
解決や達成に
向けた取り組
みが丌十分 

あまり施策の
内容を踏まえ
ず、課題解決
や達成に向け
た取り組みが
示されていな
い 

【取り組み状況】 
基本目標と基本的
方向を踏まえた取
り組みと検証がで
きているか 

基本目標と基
本的方向を十
分に理解し、
取り組みによ
り達成してい
る 

基本目標と基
本的方向を理
解し、課題解
決と達成に向
け取り組みが
できている 

基本目標と基
本的方向を理
解し取り組み
ができている 

概ね基本目標
と基本的方向
を踏まえてい
るが、取り組
みが丌十分 

あまり基本目
標と基本的方
向を踏まえて
取り組めてい
ない 

【今後の取り組
み】 
今後の取り組み
は、基本目標と基
本的方向性を踏ま
え、改善策等を明
記しているか 

基本目標と基
本的方向を十
分に理解し、
達成した取り
組みを維持、
または更に改
善しようとし
ている 

基本目標と基
本的方向を理
解した取り組
みを実施し、
課題解決や達
成に向けた取
り組みが明示
されている 

基本目標と基
本的方向を理
解し、課題解
決や達成に向
けた取り組み
が明示されて
いる 

概ね基本目標
と基本的方向
を踏まえてい
るが、課題解
決や達成に向
けた取り組み
が丌十分 

あまり基本目
標と基本的方
向 を 踏 ま え
ず、課題解決
や達成に向け
た取り組みが
示されていな
い 

 

質的検証を行った４項目の合計点数により、質的な検証結果を次のとおり５段階とした。 

質的検証結果 質的検証結果の内容 
質的検証を行った４項目の 

合計点数 

質Ｓ 内容を十分に理解し、取り組みにより達成している ２０点～１７点 

質Ａ 
内容を理解した取り組みを実施し、課題解決や達成
に向けた取り組みができている 

１６点～１３点 

質Ｂ 内容を理解し、取り組みができている １２点～９点 

質Ｃ 概ね内容を踏まえているが、取り組みが丌十分 ８点～５点 

質Ｄ あまり内容を踏まえて取り組めていない ４点～１点 
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【検証結果】 

量的検証項目（KPI）および質的検証項目（４項目）の検証点数の合計点数により次のとおり、

施策の検証結果とすることとした。 

検証結果 検証結果内容 ５項目の合計点数 

Ｓ 目標を達成している ３０点～２５点 

Ａ 優れている ２４点～１９点 

Ｂ 実施できている １８点～１３点 

Ｃ 工夫が必要 １２点～７点 

Ｄ 改善が必要 ６点～１点 

 

 【施行策の検証基準】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３）基本目標別の検証 

 基本目標の検証については、めざす姿の実現に向けて、基本目標別にまとめられた取り組み状況と

今後の取り組み、基本目標を構成する施策の検証結果を踏まえ、総合的に基本目標を検証し、その検

証内容をコメントとしてまとめた。 

 

 ４）地方創生交付金事業の検証 

地方創生交付金事業の検証については、国から外部有識者による効果検証が求められていることか

ら、総合計画懇話会で検証を行なうこととした。効果検証については、重要業績評価指標（ＫＰＩ）

の達成度に加え、関連する施策の検証結果を踏まえ、事業として有効であったかを検証することとし

た。 

5



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．基本目標別検証結果 
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略          めざす姿の実現に向けての基本目標別取り組み内容 平成２７年度

商工観光課

・創業による雇用の創出につながるよう
に、実践創業塾を開催しました。また、
新規企業の誘致を行いました。
・農業等地域資源を活用した農家民泊の
受け入れを行いました。また、住宅リ
フォーム助成券を交付し住民生活の支援
を行いました。
・商工会と連携し、地方創生交付金を活
用した特典付商品券事業およびポイント
シールラリー事業に取り組み、地域内経
済循環の活性化を図りました。
・町内企業に対して地元雇用の促進、企
業間連携等についての啓発を企業懇談等
の機会を通して行いました。

・商工会と共に創業支援塾の開講に
取り組む中で、受講者からも創業と
雇用確保に向けて必要な施策の要望
を聴取するなど、地域資源を活用し
た創業と雇用に結び付けられるよ
う、必要な施策を検討します。
・町内雇用の拡大のため、日野町在
住の若者や町外に居住する学生等に
町内企業を紹介する機会づくりを検
討します。
・創業から経営、雇用への誘導のた
めの施策を検討します。

農林課

・認定農業者や集落営農法人等を対象に
農業セミナーを共催し、農政情報の提供
等により意識高揚を図る機会を設けまし
た。また、環境こだわり米等の付加価値
の高い水稲生産を奨励しました。
・キャベツ栽培研修会を開催し、技術や
知識の習得機会を設け、支援したこと
で、新たな生産者ができました。また、
町内直売コーナーへの出荷や町内企業へ
の地元野菜の供給もあり、少量多品目に
ついてＪＡと共に生産者に働きかけると
ともにハウス設置補助を行いました。
・日野菜の新たな生産者の働きかけとし
て栽培研修会をしました。また、生産拡
大とブランド化を目指してのＪＡ日野菜
生産部会の栽培支援、新商品開発、販路
拡大等の取組を支援しました。
・猟友会有志による獣美恵堂では銃器捕
獲したシカ、イノシシの獣肉を利活用さ
れていますが、解体施設の衛生管理の向
上のため、電解水生成装置の導入を支援
しました。また、日野町産のシカ肉をイ
ベント等でＰＲしています。

・認定農業者や集落営農法人等への
研修の機会を確保し、情報提供等を
継続します。また、付加価値の高い
環境こだわり米の作付面積が拡大す
るよう呼びかけを行います。
・引き続き、野菜栽培研修会等の知
識習得の機会を設けて生産の定着を
図るとともに新たな生産者による野
菜生産が出てくるよう支援策等で取
り組みます。
・日野菜生産者への土づくり等の支
援、ＪＡ日野菜生産部会の栽培支援
や販売促進等の取組を支援すること
で生産量の増大を図ります。また、
新たなＪＡ農産物加工施設の建設の
協議に加わり、日野菜が一層の利用
と雇用の創出されるよう進めます。
・引き続き、日野町産の獣肉ＰＲに
より認知度が高まるよう獣美恵堂の
取り組みを支援します。また、住民
が主体となって獣肉の利活用ができ
るよう、技術・知識の習得の機会と
情報提供を行います。獣肉利活用に
ついて、町内企業等との連携を研究
します。

め　　ざ　　す　　姿

　人と人がつながり、顔の見える関係のもと、いきいきと輝きながら活発に、地域をよくするため自分たちで考え、自分た
ちで行動して安心して暮らせる地域をつくり、そのもとで地域のコミュニティや文化、産業をつくれるまちとなっている。
また、地域内経済循環の活性化につながる、人をはじめ自然、歴史など地域の誇りと地域資源を活かすことにより、「ひ
と」・「まち」・「しごと」のつながりの好循環により持続発展可能なまちとなっている。

№ 基本目標 内容 担当課

基本目標および基本的方向に対する

【取り組み状況】 【今後の取り組み】

1
まちのたからで
雇用を創る

まちの「たから」である
「地域資源」を活かし、住
民が主体となって取り組む
創業による地域内経済循環
の活性化と、既存の取り組
みの拡大も含めた雇用の創
出をめざします。また、町
内の企業の交流と連携を進
め、更なる地域経済の活性
化をめざします。
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略          めざす姿の実現に向けての基本目標別取り組み内容 平成２７年度

め　　ざ　　す　　姿

　人と人がつながり、顔の見える関係のもと、いきいきと輝きながら活発に、地域をよくするため自分たちで考え、自分た
ちで行動して安心して暮らせる地域をつくり、そのもとで地域のコミュニティや文化、産業をつくれるまちとなっている。
また、地域内経済循環の活性化につながる、人をはじめ自然、歴史など地域の誇りと地域資源を活かすことにより、「ひ
と」・「まち」・「しごと」のつながりの好循環により持続発展可能なまちとなっている。

№ 基本目標 内容 担当課

基本目標および基本的方向に対する

【取り組み状況】 【今後の取り組み】

商工観光課

・観光ボランティアガイドによる魅力的
な情報発信に向けて、県主催の研修会や
日野観光ボランティアガイド協会単独の
研修会参加による育成を図りました。
・日野ひなまつり紀行や桟敷窓アートな
ど、日野町の良さを活かした地域主導の
取り組みへの参画と情報発信に取り組み
ました。
・(一社)近江日野交流ネットワークと連携
し、町外住民を対象として移住定住に向
けて空き家見学ツアーを実施するなどの
取り組みを進めました。
・着地型観光推進を基本活動として地域
おこし協力隊を委嘱し、日野ひなまつり
紀行ツアー等を企画実施することで、交
流・移住・定住に向けて日野町の魅力を
発信しました。

・日野観光協会、日野観光ボラン
ティアガイド協会との連携により、
日野のまちなかへ観光客を誘導する
ための定期観光事業を検討していき
ます。
・田舎体験の取り組みを通して、都
市に住む子どもたちに日野町の情報
を発信するとともに、今後も継続し
て、次代を担う心豊かな子どもたち
の健全な育成に取り組んでいきま
 す。

農林課

・農村の原風景としての棚田という資源
を、ボランティア参加の方と共に棚田保
全活動に取組みました。熊野地区の住民
の方の手作りの昼食によりあたたかな交
流が生まれ、棚田の価値以上の交流と
なっています。

・ボランティア参加者を通じて、新
たな交流が生まれるよう、呼びかけ
をするとともに、滋賀県とともに更
にPRに取組んでいきます。

企画振興課

・日野の「たから」である韓国恩山面と
の交流の歴史を活かし、「人と人」の出
会いの機会つくるため、恩山面との招
請・派遣事業に取り組み、事業を通じて
日野の良さを伝えることができました。
・様々な日野の「たから」の魅力を伝え
るため、町ホームページやＳＮＳを活用
した情報発信に取り組みました。
・交流からの移住・定住に結び付けてい
くための環境整備として、日野で暮らし
たいという人に対する総合的な相談窓口
を設置するとともに、空き家情報登録制
度の充実や移住者と地元自治会を繋げる
ため、懇談の機会づくりに取り組みまし
 た。

・引き続き国際交流事業では、日野
の「たから」を活かした交流を進め
るとともに、多文化共生事業では、
発掘したリーダーやボランティア、
在住外国人と地元住民の交流を通じ
た日野町の良さを再認識できる取り
組みを進めます。
・ＳＮＳを活用した観光客や町外住
民への日野町の魅力の情報発信はも
とより、住民に町の良さを伝え、地
域への愛着を芽生えさせるため、生
涯学習と連携した取り組みを進めま
 す。
・引き続き、移住・定住に関する制
度の充実はもとより、日野町での暮
らしがイメージできる情報発信に取
り組みます。

生涯学習課

・公民館では、地域で暮らす人々を「た
から」と捉え、年齢や性別等にこだわる
ことなく誰もが自由に学べる機会の提供
に努めました。

・学習欲求が満たされ、自己や地域
が抱える課題等が解消することが、
日々の生活の充実感となり、町や地
域への愛着を強めることにつながる
よう、公民館での学びをさらに工夫
します。

2
出会いと発見で
人の流れを作る

まちの「たから」を活か
し、観光などで「人と人」
の出会いの機会をつくり、
日野の魅力を伝えることで
交流から移住・定住に結び
付く、魅力あるまちをめざ
します。
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略          めざす姿の実現に向けての基本目標別取り組み内容 平成２７年度

め　　ざ　　す　　姿

　人と人がつながり、顔の見える関係のもと、いきいきと輝きながら活発に、地域をよくするため自分たちで考え、自分た
ちで行動して安心して暮らせる地域をつくり、そのもとで地域のコミュニティや文化、産業をつくれるまちとなっている。
また、地域内経済循環の活性化につながる、人をはじめ自然、歴史など地域の誇りと地域資源を活かすことにより、「ひ
と」・「まち」・「しごと」のつながりの好循環により持続発展可能なまちとなっている。

№ 基本目標 内容 担当課

基本目標および基本的方向に対する

【取り組み状況】 【今後の取り組み】

企画振興課

・地域でのつながりを深める中での切れ
目のない支援として、結婚に結びつくよ
うに、町主催の婚活事業だけでなく、地
域住民が主体となった婚活事業を支援し
ました。また、子育てでは、交流できる
場所を通じて、地域でのつながりが深め
られるような場所の検討を行なっていま
 す。

・引き続き、地域住民が主体となっ
た婚活事業を支援するとともに、更
に地域でのつながりが深まるよう
に、取り組みの拡大につながる支援
を図ります。また、交流できる場所
づくりについては、ニーズに合った
ものとなるように、住民が中心と
なって企画・検討されるよう工夫す
るとともに、その場所を通じて形成
されるコミュニティによる子育て負
担の軽減につながる可能性を検討し
ます。

福祉課

・出産前からお母さんお父さん教室等を
実施し、交流により孤立を防いでいま
す。また、妊娠中の教室では、栄養指導
に調理実習を取り入れ、出産に向けての
支援に取り組みました。
・児童交流施設等を開設し子育て世代の
悩みを受け付けました。また、ボラン
ティア団体による交流機会を通じて保護
者と地域とのつながりも生まれていま
 す。

・平成28年6月にファミリーサポー
トセンターを開設しましたが、子育
てを応援することを通じて地域の人
材資源の発掘と仕事の循環につなげ
たいと考えています。また、父親の
育児参加を促す取り組みを進めま
 す。
・乳幼児健診時の離乳食指導に取り
組みます。

住民課

・どの子も安心して医療を受けられるよ
う、福祉医療費制度の対象者拡大（小学
６年生まで）を行いました。

・平成２８年１０月からさらに対象
者の拡大（中学３年生まで）を行
い、子育てにかかる負担の軽減に努
めます。

図書館

・乳幼児から中学生までの子どもたちに
対し、それぞれの発達段階に合わせた読
書活動の推進を行いました。
・幼稚園、保育所、小・中学校の担当教
諭やおはなしボランティアと連携し、絵
本の読み聞かせ等の取り組みを進めてい
ます。

・未就園の乳幼児とその保護者への
取り組みを強め、読み聞かせにより
親子の絆づくりを進めます。
・保護者、おはなしボランティア、
地域住民との連携を広げ、読書活動
に熱心な日野町にしていきます。
・子どもたちにおはなしを届けるボ
ランティアの養成講座を開催しま
 す。

商工観光課

・企業への実態調査や訪問調査を行う中
で、働きやすい職場環境の推進を行うと
ともに、育児休業の取得状況や様々な休
暇制度などの現状把握に努めました。

・働きやすい職場環境の推進、ワー
クライフバランスの促進について、
引き続き企業訪問や人権学習会等の
機会を通じてパンフレットの配布や
専門講師による講演等にて啓発して
いきます。
・子育て支援や育児休業について
は、支援のメニューや制度の説明、
啓発等を踏まえ、今後検討していき
ます。

学校教育課

・福祉課等と連携しながら、要保護児童
地域対策協議会のしくみの中で、学校や
園と子どもたちの日ごろからの状況や変
化の様子を共有し、子どもたちが安心で
安定した生活と学習できる環境づくりを
考え、取り組みを進めました。
・就学援助制度の給付についても、学校
との連携により、子どもたちの状況を把
握するとともに、福祉課とも情報共有
し、子どもたちが安心で安定した生活と
学習できる環境づくりに努めました。

・福祉課等と連携しながら、要保護
児童地域対策協議会のしくみの中
で、学校や園と子どもたちの日ごろ
からの状況や変化の様子を共有し、
子どもたちが安心で安定した生活と
学習できる環境づくりを考え、引き
続き取り組みを進めます。
・就学援助制度の給付についても、
引き続き学校と連携し子どもたちの
状況を把握すると同時に、福祉課と
も情報共有し、子どもたちが安心で
安定した生活と学習できる環境づく
りに努めるとともに、必要な方に制
度の周知が届くように努めます。

3

結婚・出産・子
育ての希望をみ
んなで支えてか
なえる

地域のつながりを深める中
で、結婚から子育てまで、
その時々のニーズにあった
切れ目のない支援を行い、
若い世代が出産や子育てに
希望をもてるまちをめざし
ます。
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略          めざす姿の実現に向けての基本目標別取り組み内容 平成２７年度

め　　ざ　　す　　姿

　人と人がつながり、顔の見える関係のもと、いきいきと輝きながら活発に、地域をよくするため自分たちで考え、自分た
ちで行動して安心して暮らせる地域をつくり、そのもとで地域のコミュニティや文化、産業をつくれるまちとなっている。
また、地域内経済循環の活性化につながる、人をはじめ自然、歴史など地域の誇りと地域資源を活かすことにより、「ひ
と」・「まち」・「しごと」のつながりの好循環により持続発展可能なまちとなっている。

№ 基本目標 内容 担当課

基本目標および基本的方向に対する

【取り組み状況】 【今後の取り組み】

企画振興課

・地域での人と人のつながりを育むた
め、出前講座等を通じて、老若男女の参
画によるまちづくり計画の策定に関する
啓発と支援に取り組むことにより、住民
自らがくらしやすい地域づくりを考え、
実践していくことにつなげるよう取り組
みを進めました。
・安全で安心して住み続けられるまちに
つながるよう、人と人のつながりのもと
で、日野の地域コミュニティに相応しい
コミュニティビジネスについて検討する
とともに、町営バスの動態調査等により
利用者ニーズの把握に努めました。

・地域での人と人のつながりを更に
醸成するため、まちづくり計画策定
時に住民自らが把握した地域課題の
解決に向けた、計画を実践していく
ための学びと取り組みについて支援
します。
・コミュニティビジネスを介して、
顔の見えるつながりを築き、地域が
抱える課題を解決することによっ
て、安全で安心して住み続けられる
まちにつながるよう取り組みを進め
ます。また、町営バスの運営につい
ては、引き続きニーズを把握し、ダ
イヤ編成等に努めます。

福祉課

・福祉会を中心に地域のニーズにあった
幅広い活動が集落単位で展開され、お互
いが助け合う活動が展開されています。
・地域の中に障害者のグループホームが
出来ることで新たな交流が生まれていま
 す。
・乳幼児健診の受診率は90％以上を維持
し、全数把握に努めました。
・障害児の支援の充実の為に、保育所訪
問事業に向けての具体的な検討を進めま
した。

・地域の中で障害を持った人にあっ
た仕事を見つけ新たな雇用を生み出
します。
・切れ目の無い支援つながるよう、
乳幼児健診時での丁寧な聞き取りに
努めます。
・発達支援の必要な児童の実態分析
を行い、保育所などへの訪問事業の
取り組みを進めます。

生涯学習課

・公民館では、地域固有の特性を生かし
た多彩な活動に取組み、実行委員が中心
となった運動会や文化祭、納涼祭では多
くの地域住民が集い、きずなを深めるこ
とができました。また、通学合宿では青
少年教育や防災学習を中心としながら、
世代間や地域内の新たな交流もできまし
 た。

・異なる地域や団体などとの連携、
有益な情報の収集、魅力的な事業の
企画などコーディネート能力を必要
とする公民館職員の資質向上を図る
とともに、公民館活動を多方面から
サポートできる地域住民の優れた人
材の発掘・育成に努めます。

図書館

・ふだんの暮らしの中での疑問などを解
決するための本や資料をさがすお手伝い
を職員がしています。
・利用者からどんな疑問が寄せられた
か、職員全体で共有しています。
・疑問を解決するための本を購入して用
意したり、県内の図書館から借用するな
どして用意しています。

・どんな疑問でも気軽に職員に相談
できるように、明るく開かれた図書
館サービスの実現に努めます。
・「よくある質問」についてはホー
ムページなどに質問と回答例などを
掲載し、来館しなくても回答がわか
るようにします。

介護支援課

・61歳と66歳の者に対し、おたっしゃ
サポーター養成講座開催の案内を郵送
し、養成講座を実施するとともに、修了
者に対し地域で自主的に活動できるよう
スキルアップ講座を開催しました。
・既に設置されているおたっしゃサポー
ター連絡会においては、事務局（社協）
任せではなく、派遣依頼に対する手配等
を自分たちで行ってもらうよう、班体制
を構築しました。
・住民が自主的に身近な居場所を設ける
ことができるよう高齢者交流サロン推進
支援モデル事業を実施しました。

・おたっしゃ養成講座については、
募集年齢を限定せず、広く住民に呼
びかけ、多くのサポーターの育成を
図ります。
・サポーター連絡会では、派遣依頼
の申し込みや会計など多くが事務局
（社協）頼みであるため、自主的活
動に向け、連絡会でできることは連
絡会でできるようシフトを図りま
 す。
・高齢者交流サロンについては、普
及啓発のため、出前講座のメニュー
に加えるとともに、実施地区の事例
発表の場を設けられるよう検討しま
 す。
・高齢者交流サロン開催地区で意見
交換等を行ってもらえるよう連絡会
等の設置についてサロン代表者に呼
びかけを図ります。

4

くらしやすい地
域とつながり、
安心して住み続
けられるまちを
つくる

家庭でのきずなはもとよ
り、地域での人と人のつな
がり（きずな）を育み、顔
の見える関係のもと、住民
が自らくらしやすい地域を
つくり、そのもとで安全で
安心して住み続けられるま
ちをめざします。また、地
域の力を活かした課題解決
能力を高めることで、住民
の活発な自治活動を持続発
展させ、これまでの自治活
動の見直しも含め、地域課
題について、住民が自ら発
見し、学び、取り組んでい
くまちをめざします。
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略          めざす姿の実現に向けての基本目標別取り組み内容 平成２７年度

め　　ざ　　す　　姿

　人と人がつながり、顔の見える関係のもと、いきいきと輝きながら活発に、地域をよくするため自分たちで考え、自分た
ちで行動して安心して暮らせる地域をつくり、そのもとで地域のコミュニティや文化、産業をつくれるまちとなっている。
また、地域内経済循環の活性化につながる、人をはじめ自然、歴史など地域の誇りと地域資源を活かすことにより、「ひ
と」・「まち」・「しごと」のつながりの好循環により持続発展可能なまちとなっている。

№ 基本目標 内容 担当課

基本目標および基本的方向に対する

【取り組み状況】 【今後の取り組み】

住民課

・日野めーるで防犯交通安全情報の発信
を行いました。
・各地区自主防犯団体による防犯パト
ロールを実施しました。
・地域安全活動推進大会の開催しまし
 た。
・交通安全シルバーキャラバン隊による
街頭啓発を行いました。
・警察、交通安全協会と協同で街頭啓発
を実施しました。
・保育所、幼稚園での交通安全教室を実
施しました。

・今後も各地区自主防犯団体・シル
バーキャラバン隊などと連携を図
り、地域ぐるみでの各種啓発活動な
ど拡大を図ります。

総務課

・消防団の重要性・必要性を、地元自治
会・企業等への啓発に努めました。
・防災の推進リーダーとなる防災士とし
て、5名の方に資格を取得していただきま
した。
・町と町の防災士により自主防災組織設
立に関する相談支援等、組織数の増加に
努めました。

・引き続き、団員定数185人を確保
できるよう、活動を通じて消防団の
重要性・必要性の啓発に努め、消防
団への理解を深めてもらいながら、
公助としてのう役割を果たします。
・継続的に防災士の資格を取得して
いただき、町の防災士育成事業を推
進し、出前講座で自主防災組織の重
要性と必要性に対する理解を深め災
害初動時における地域での自助、共
助を促進します。
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別量的（ＫＰＩ）検証結果 平成２７年度

達成度
１００％～９０％以上

達成度
９０％未満～７０％以上

達成度
７０％未満～５０％以上

達成度
５０％未満～３０％以上

達成度
３０％未満～０％以上

 量S  量A  量B  量C  量D 合計

1 まちのたからで雇用を創る 7 1 1 0 1 10

2 出会いと発見で人の流れを作る 8 0 2 0 1 11

3
結婚・出産・子育ての希望をみん
なで支えてかなえる 11 1 0 0 3 15

4
くらしやすい地域とつながり、安
心して住み続けられるまちをつく
る

11 0 0 0 3 14

37 2 3 0 8 50

№ 基本目標

検　証　結　果

総　合　計
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基　本　目　標　別　量　的（ＫＰＩ）　検　証　結　果

まちのたからで雇用を創る 出会いと発見で人の流れを作る

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

全施策

　全施策の量的（ＫＰＩ）検証結果では、量S
（達成度100%～90％）が37施策、74.0%
と最も多く、次いで、量Ｄ（達成度30%未満～
0%以上）が8施策、16.0％という結果になっ
ています。
　基本目標別の量的（ＫＰＩ）検証結果でも、
４つの基本目標とも量Ｓ（達成度100%～
90％）が最も多くなっています。
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 基本目標別質的（取組内容）検証結果 平成２７年度

内容を十分に理解し、取
り組みにより達成してい
る

内容を理解した取り組み
を実施し、課題解決や達
成に向けた取り組みがで
きている

内容を理解し、取り組み
ができている

概ね内容を踏まえている
が、取り組みが不十分

あまり内容を踏まえて取
り組めていない

 質S  質A  質B  質C  質D 合計

1 まちのたからで雇用を創る 0 0 6 4 0 10

2 出会いと発見で人の流れを作る 0 0 5 5 1 11

3
結婚・出産・子育ての希望をみん
なで支えてかなえる 0 0 8 7 0 15

4
くらしやすい地域とつながり、安
心して住み続けられるまちをつく
る

0 0 11 2 1 14

0 0 30 18 2 50

№ 基本目標

検　証　結　果

総　合　計
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基　本　目　標　別　質　的（取組内容）　検　証　結　果

まちのたからで雇用を創る 出会いと発見で人の流れを作る

結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

全施策

　全施策の質的（取組内容）検証結果では、質Ｂ
（内容を理解し、取り組みできている）が30施
策、60.0%と最も多く、次いで、質Ｃ（概ね内容
を踏まえているが、取り組みが不十分）が18施
策、36.0％という結果になっています。
　基本目標別の質的（取組内容）検証結果をみる
と、基本目標「まちのたからで雇用を創る」、
「結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてか
なえる」、「くらしやすい地域とつながり、安心
して住み続けられるまちをつくる」で、質Ｂ（内
容を理解し、取り組みできている）が最も多く
なっています。また、基本目標「出会いと発見で
人の流れを作る」では、質Ｂ（内容を理解し、取
り組みできている）と質Ｃ（概ね内容を踏まえて
いるが、取り組みが不十分）が最も多くなってい
ます。
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　基　本　目　標　別　検　証　結　果

目標 3 件（累計） 6 件（累計） 9 件（累計） 12 件（累計） 15 件（累計）

実績 1 件（累計）

達成率

目標 21.2 ％ 23.0 ％ 26.0 ％ 28.0 ％ 30.0 %

実績 26.7 ％

達成率

基本目標　（１） まちのたからで雇用を創る

まちの「たから」である「地域資源」を活かし、住民が主体となって取り組む創業による地域内経済循環の活性化と、既存の取り組みの拡大も含めた雇用
の創出をめざします。また、町内の企業の交流と連携を進め、更なる地域経済の活性化をめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（H26） H27 H28 H29 H30 H31

1 創業件数 0 件

33.3%

2
町内企業への新規学卒就職者の町
内在住者比率

21.2 ％

125.9%

講ずべき施策に関する基本的方向

○「地域資源」を活用し、豊富な経験、技術、知識を持った人がつながる機会をつくり、創業と雇用に結びつけま
 す。
○農業などを通じて「地域資源」を発見し、付加価値を生み出すことでブランド化、さらなる有効活用を生み出すこ
とで雇用を創ります。
○地元企業、商工会と連携を図り情報を発信することで、町内雇用の拡大を図ります。

施策の検証結果状況

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要 改善が必要
合計

S A B C D

0 3 6 1 0 10

　基本項目「まちのたからで雇用を創る」を構成する施策の検証結果
は、B（実施できている）が６施策、60.0％と最も多くなっていま
 す。
　次に、A（優れている）が３施策、30.0％、C（工夫が必要）が１施
策、10.0％の順になっています。

基本目標に対するコメント

○若者等の町内企業への就職を促進するためにも、早急に施策「若者等の就職相談窓口の整備」を進めてください。
○基本目標と基本的方向を踏まえ、住民が主体となった地域内経済循環の活性化に向けて、コミュニティビジネスの
起業への支援、日野菜がまちの「たから」であるという住民への意識づけや、高齢者が自らの能力を活かそうとする
取り組みについて努めてください。
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　基　本　目　標　別　検　証　結　果

目標 628,000
人（H25-
H27）

629,500
人（H26-
H28）

631,000
人（H27-
H29）

633,000
人（H28-
H30）

635,000
人（H29-
H31）

実績 619,500
人（H25-

H27）

達成率

目標 680
人（H25-
H27）

690
人（H26-
H28）

700
人（H27-
H29）

715
人（H28-
H30）

730
人（H29-
H31）

実績 717
人（H25-
H27）

達成率

目標 800 
人（H25-
H27）

780 
人（H26-
H28）

760 
人（H27-
H29）

730 
人（H28-
H30）

710 
人（H29-
H31）

実績 843
人（H25-
H27）

達成率

基本目標　（２） 出会いと発見で人の流れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで「人と人」の出会いの機会をつくり、日野の魅力を伝えることで交流から移住・定住に結び付く、魅力あるまちを
めざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（H26） H27 H28 H29 H30 H31

1
観光入込客数（年間）過去３年平
均

625,667
人（H24-
H26）

98.6%

2
転入者数（住民基本台帳）過去３
年平均

678
人（H24-
H26）

105.4%

3
転出者数（住民基本台帳）過去３
年平均

806
人（H24-
H26）

94.9%

講ずべき施策に関する基本的方向

○まちの｢たから｣である観光資源・田舎体験等の多様な交流を通じ、まちの魅力と住民の誇りを醸成することで、観
光客や町外の住人が日野町に関心を持ち、住民との交流によりさらに関心が深まり、将来の移住につながるような情
報発信や事業の拡充を図ります。
〇住民に日野町の良さを伝えることで、日野町に生まれてよかった、住んで良かったと思える地域への愛着を芽生え
させ、育てていくことにより定住を促進します。
○移住希望者の視点に立ち、日野町での暮らしがイメージでき、移住を後押しできるような情報発信と支援の充実を
図ります。
〇遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう利活用と情報発信を図ります。

施策の検証結果状況

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要 改善が必要

合計
S A B C D

0 4 5 1 1 11

　基本項目「出会いと発見で人の流れを作る」を構成する施策の検証結
果は、B（実施できている）が５施策、45.5％と最も多くなっていま
 す。
　次に、A（優れている）が４施策、36.4％、C（工夫が必要）とD
（改善が必要）が１施策、9.1％の順になっています。

基本目標に対するコメント

○遊休地や空き地等が、移住と定住につながるよう、早急に施策「空き地等を活用した定住促進」を進めてくださ
 い。
○交流からの移住を促進するため、近江日野商人ふるさと館での大学・企業等の研修受入や住民が主体となったス
ポーツイベントの支援を進めるとともに、交流から移住に結びづける仕組みづくりと、どのような情報が定住・移住
につながるのか検討を進めてください。
○定住を促進するため、町史ダイジェスト版などを活用し、誰もが誇りをもって町を紹介できるよう、まちの魅力と
住民の誇りの醸成に努めてください。
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　基　本　目　標　別　検　証　結　果

目標 179
人（H25-
H27）

178
人（H26-
H28）

177
人（H27-
H29）

176
人（H28-
H30）

175
人（H29-
H31）

実績 174
人（H25-

H27）

達成率

目標 1.59 1.60 1.60 1.61 1.62

実績 1.44 独自推計

達成率

基本目標　（３） 結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から子育てまで、その時々のニーズにあった切れ目のない支援を行い、若い世代が出産や子育てに希望をもてるまちを
めざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（H26） H27 H28 H29 H30 H31

1
出生数（住民基本台帳）過去３年
平均

180
人（H24-
H26）

97.2%

2 合計特殊出生率 1.59 （H26独自推
 計）

90.6%

講ずべき施策に関する基本的方向

○結婚に向けた男女の出会いの場の創出を図ります。
○出産に向けての負担の軽減により支援の充実を図ります。
○子育てサポーター等、現状のサービスの充実や子育てに係る負担の軽減などを通じて、子ども・子育て支援の充実
を図ります。
○育児休業の取得促進や多様な働き方の普及などを通じて、ワーク・ライフ・バランスの実現などを図ります。

施策の検証結果状況

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要 改善が必要

合計
S A B C D

0 4 8 3 0 15

　基本項目「結婚・出産・子育ての希望をみんなで支えてかなえる」を
構成する施策の検証結果は、B（実施できている）が８施策、53.3％
と最も多くなっています。
　次に、A（優れている）が４施策、26.7％、C（工夫が必要）が３施
策、20.0％の順になっています。

基本目標に対するコメント

○切れ目のない支援となるよう、早急に施策「障がい児の支援の充実」を進めてください。
○時々のニーズにあった切れ目のない支援となるよう、地域とのつながりが無い妊婦・保護者への支援に努めてくだ
さい。
○地域のつながりを深めながら地域が一体となって、保護者の子育てに係る負担の軽減と子どもの健やかな成長を育
む環境づくりに努め、子育てに希望がもてるよう取り組みを進めてください。

18



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略 　　基　本　目　標　別　検　証　結　果

目標 0  ヶ所 5  ヶ所 10  ヶ所 15  ヶ所 20  ヶ所

実績 2  ヶ所

達成率

基本目標　（４） くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるまちをつくる

家庭でのきずなはもとより、地域での人と人のつながり（きずな）を育み、顔の見える関係のもと、住民が自らくらしやすい地域をつくり、そのもとで安
全で安心して住み続けられるまちをめざします。また、地域の力を活かした課題解決能力を高めることで、住民の活発な自治活動を持続発展させ、これま
での自治活動の見直しも含め、地域課題について、住民が自ら発見し、学び、取り組んでいくまちをめざします。

重要業績評価指標（KPI）

指標名 基準値（H26） H27 H28 H29 H30 H31

1
人と人（複数の地域コミュニ
ティ）をつなぐ場の創出

0  ヶ所

100.0%

講ずべき施策に関する基本的方向

〇地域での人と人のつながり（きずな）を育むため、地域の多様なコミュニティが連携する住民主体の活動を支援し
ます。
○人と場所と機会をつなぐ、人材・資源を発掘します。
○住民主体の出会いの場づくりにより、地域に暮らす人同士の「おたがいさま」の助け合い、自分の「自慢」を持ち
寄り、生きがいを持てる仕組みをつくります。
○顔の見えるつながりの中で、「困りごとを出し合い、支えあう」など、地域のコミュニティ活動を支援します。
○自治活動を基盤に、地域福祉活動の推進、子育て・介護・防犯・防災などの取り組みにより、安心・安全なまちづ
くりを推進します。

施策の検証結果状況

目的を達成している 優れている 実施できている 工夫が必要 改善が必要

合計
S A B C D

0 8 3 3 0 14

　基本項目「くらしやすい地域とつながり、安心して住み続けられるま
ちをつくる」を構成する施策の検証結果は、A（優れている）が８施
策、57.1％と最も多くなっています。
　次に、Ｂ（実施できている）とC（工夫が必要）が３施策、21.4％
となっています。

基本目標に対するコメント

○住民が自らくらしやすい地域をつくることにつながるよう、早急に施策「コミュニティビジネス」、「異分野・多
世代交流の創出」、「農林業を活かした中間就労の創出」を進めてください。
○地域での人と人のつながりを育むとともに、自治活動などを通じて住民が自らくらしやすい地域をつくることにつ
ながるよう、地域の困りごとの解決につながる地域福祉活用や市民活動リーダーの育成に努めてください。
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略               基　本　目　標　別　検　証　結　果 平成２７年度

目的を達
成してい
る

優れてい
る

実施でき
ている

工夫が必
要

改善が必
要

S A B C D 合計

1
まちのたからで雇用を
 創る

まちの「たから」である「地域資源」を
活かし、住民が主体となって取り組む創
業による地域内経済循環の活性化と、既
存の取り組みの拡大も含めた雇用の創出
をめざします。また、町内の企業の交流
と連携を進め、更なる地域経済の活性化
をめざします。

0 3 6 1 0 10

○若者等の町内企業への就職を促進
するためにも、早急に施策「若者等
の就職相談窓口の整備」を進めてく
ださい。
○基本目標と基本的方向を踏まえ、
住民が主体となった地域内経済循環
の活性化に向けて、コミュニティビ
ジネスの起業への支援、日野菜がま
ちの「たから」であるという住民へ
の意識づけや、高齢者が自らの能力
を活かそうとする取り組みについて
努めてください。

2
出会いと発見で人の流
れを作る

まちの「たから」を活かし、観光などで
「人と人」の出会いの機会をつくり、日
野の魅力を伝えることで交流から移住・
定住に結び付く、魅力あるまちをめざし
ます。

0 4 5 1 1 11

○遊休地や空き地等が、移住と定住
につながるよう、早急に施策「空き
地等を活用した定住促進」を進めて
ください。
○交流からの移住を促進するため、
近江日野商人ふるさと館での大学・
企業等の研修受入や住民が主体と
なったスポーツイベントの支援を進
めるとともに、交流から移住に結び
づける仕組みづくりと、どのような
情報が定住・移住につながるのか検
討を進めてください。
○定住を促進するため、町史ダイ
ジェスト版などを活用し、誰もが誇
りをもって町を紹介できるよう、ま
ちの魅力と住民の誇りの醸成に努め
てください。

3
結婚・出産・子育ての
希望をみんなで支えて
かなえる

地域のつながりを深める中で、結婚から
子育てまで、その時々のニーズにあった
切れ目のない支援を行い、若い世代が出
産や子育てに希望をもてるまちをめざし
ます。

0 4 8 3 0 15

○切れ目のない支援となるよう、早
急に施策「障がい児の支援の充実」
を進めてください。
○時々のニーズにあった切れ目のな
い支援となるよう、地域とのつなが
りが無い妊婦・保護者への支援に努
めてください。
○地域のつながりを深めながら地域
が一体となって、保護者の子育てに
係る負担の軽減と子どもの健やかな
成長を育む環境づくりに努め、子育
てに希望がもてるよう取り組みを進
めてください。

4

くらしやすい地域とつ
ながり、安心して住み
続けられるまちをつく
る

家庭でのきずなはもとより、地域での人
と人のつながり（きずな）を育み、顔の
見える関係のもと、住民が自らくらしや
すい地域をつくり、そのもとで安全で安
心して住み続けられるまちをめざしま
す。また、地域の力を活かした課題解決
能力を高めることで、住民の活発な自治
活動を持続発展させ、これまでの自治活
動の見直しも含め、地域課題について、
住民が自ら発見し、学び、取り組んでい
くまちをめざします。

0 8 3 3 0 14

○住民が自らくらしやすい地域をつ
くることにつながるよう、早急に施
策「コミュニティビジネス」、「異
分野・多世代交流の創出」、「農林
業を活かした中間就労の創出」を進
めてください。
○地域での人と人のつながりを育む
とともに、自治活動などを通じて住
民が自らくらしやすい地域をつくる
ことにつながるよう、地域の困りご
との解決につながる地域福祉活用や
市民活動リーダーの育成に努めてく
ださい。

0 19 22 8 1 50

№ 基本目標 内容

検証結果

検証委員からのコメント

総　合　計

　総合戦略の全施策の検証結果では、B（実施できて
いる）が22施策、44.0%と最も多くなっています。
　次に、A（優れている）が19施策、38.0％、Ｃ
（工夫が必要）が８施策、16.0％、Ｄ（改善が必
要）が１施策、2.0％の順になっています。
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４．施策検証結果一覧 
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略　　　　　施　策　検　証　結　果　一　覧　表 平成２７年度

①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

10 2 2 1 1 16

 量S B

8.5 2 1 1 1 13.5

 量A B

5 2 3 2 2 14

 量B B

9 3 2 2 2 18

 量S B

10 3 3 3 3 22

 量S A

10 2 2 3 3 20

 量S A

9.5 2 2 2 2 17.5

 量S B

10 2 2 2 3 19

 量S A

0 3 2 2 2 9

 量D C

10 2 2 2 2 18

 量S B

基本目標施策№ 施策 検証委員からのコメント

検証項目
合計

検証点数

質的検証

ま
ち
の
た
か
ら
で
雇
用
を
創
る

1 創業・第２創業の促進

・コミュニティビジネスなど、創意工夫に
よる起業への支援について取り組みを進め
てください。
・創意工夫ある創業者を育成するため、日
野町特有の消費者ニーズや購買動向につい
て起業塾等での情報提供を検討してくださ
 い。

 質C

2 地域内経済循環の推進

・基本目標と基本的方向を踏まえて施策に
取り組んでください。
・まちぐるみで、住民が主体となる地域内
経済循環の促進を図ってください。

 質C

3
企業誘致と企業・異業種間の
交流促進

・異業種間交流の推進に努めてください。
・地域内経済循環の分析は重要です。総務
省調査業務だけでない取り組みを進めてく
ださい。
・地域資源として「日野菜」だけにこだわ
ることなく、住民が主体となって地域資源
を有効活用できる環境づくりに努めてくだ
さい。

 質B

4 魅力ある商店づくりの促進

・地元商店街の活性化に向けた経営者の意
識啓発が必要です。
・経営者に対する商工会による経営指導等
だけでなく、豊富な経験を持つ方の経営指
導等が受けられる機会づくりを検討くださ
 い。  質B

5 農業経営体の育成

・農業者自らが環境こだわり米などのブラ
ンド化につながる取り組みを進めてくださ
 い。

 質B

6 地元野菜生産者の担い手育成

・農産物の多品目化を意識した施策を進め
てください。
・住民が主体となる創業につながるよう
に、小規模農家の育成に取り組んでくださ
 い。

 質B

7 日野菜のブランド化の促進

・原産日野菜の有効活用と情報発信に取り
組んでください。
・原産日野菜のブランド化を意識した取り
組みを進めてください。
・まちの「たから」である日野菜を活かし
て、飲食店などの町内業者・企業との連携
を進めてください。
・日野菜の生産拡大について、住民が主体
となって広がるように、まちの「たから」
であるという意識づけに取り組んでくださ
 い。

 質C

8 獣肉の利活用を促進

・集落で取り組む獣害対策が、コミュニ
ティビジネスとして創業できるか検討して
ください。
・狩猟方法により異なる獣肉の質にあっ
た、活用や販路の確保などを検討してくだ
さい。  質B

9 若者等の就職相談窓口の整備

・地元企業を住民に知ってもらう取り組み
を進めてください。また、地元企業の優れ
た技術等を伝え、地元企業の誇りと自信に
つなげ、事業の継承や新たな創業につなが
るよう、意識啓発に努めてください。
・将来の地元企業への就職を促進するた
め、若者等と地元企業が出会う機会づくり
に努めてください。  質B

10 高齢者の生きがい創出

・シルバー人材センター登録者以外への働
きかけ、高齢者が自らの能力を活かそうと
する取り組みを検討してください。
・農業を通じた生きがいの充実につながる
よう、営農組合等による広域的な取り組み
を検討してください。  質C
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略　　　　　施　策　検　証　結　果　一　覧　表 平成２７年度

①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

基本目標施策№ 施策 検証委員からのコメント

検証項目
合計

検証点数

質的検証

5.3 2 1 1 1 10.3

 量B C

10 3 3 3 3 22

 量S A

5 3 3 2 2 15

 量B B

10 2 2 2 1 17

 量S B

10 2 1 2 1 16

 量S B

10 1 2 1 2 16

 量S B

10 3 3 3 2 21

 量S A

10 3 3 2 2 20

 量S A

0 2 2 1 1 6

 量D D

9 3 3 2 2 19

 量S A

出
会
い
と
発
見
で
人
の
流
れ
を
作
る

1 体験型観光の推進

・棚田ボランティの取り組みについて、交
流人口を拡大していく手法として町の関わ
りを広げることを検討してください。
・民泊を通じて、これまで以上に日野の魅
力を伝えてください。  質C

2 観光受入体制の整備

・近江日野商人ふるさと館、まちかど感応
館、近江日野商人館の連携を更に充実さ
せ、観光客の受入体制の整備を図ってくだ
さい。
・日野駅からのまちなか観光やブルーメの
丘へのアクセスを向上させるためレンタサ
イクルの充実を検討ください。

 質B

3
日野の「たから」情報発信の
推進

・移住者への情報発信については、住民も
含めて町の魅力を再認識できるように取り
組みを進めてください。
・日野町の魅力を住民自らが情報発信する
ことで、その魅力を再認識することにつな
がるように取り組みを進めてください。  質B

4 日野の「たから」の伝承促進

・住民が日野曳山祭りも含めた「たから」
をより深く知るための取り組みに努めてく
ださい。
・三館の連携を進めるにあたって、住民と
観光客等との交流や、そのことから定住・
移住に結びつけることに留意してくださ
 い。
・地域おこし協力隊との情報発信について
は、どのような情報が定住・移住に結びつ
くのか検討を進めてください。

 質C

5 伝統文化等後継者育成の促進

・施策の推進については、誰もが誇りを
もって、町を紹介できるように取り組みを
進めてください。また、様々な世代の連携
のもとで交流から定住・移住につなげる観
点により、施策を推進してください。
・町史ダイジェスト版の配布にあっては、
その作成された意義も含めて活用を進めて
ください。  質C

6 生涯学習の機会の充実

・町民大学にとらわれることなく、幅広い
層を対象とする学習活動の促進に努めてく
ださい。
・学習活動の促進にあっては、まちの魅力
と住民の誇りの醸成や交流から定住・移住
に結びつける観点で取り組みを進めてくだ
さい。
・ITの活用については、事業開催の広報だ
けでなく、その事業の内容を伝えるものと
なるよう努めてください。

 質C

7 定住支援相談窓口の整備

・定住と移住を促進するための町のＰＲに
ついては、誇張したものでなく、ありのま
まの日野町をＰＲしてください。
・移住者に対するアフターフォローの仕組
みを検討してください。
・定住を促進するためにも、地元住民が日
野の良さを再発見できる機会づくりに努め
てください。  質B

8 空き家を活用した定住促進

・住民自らが人口減少等による集落機能を
維持するための働きかけとして、空き家情
報登録制度の活用等につながるように取り
組みを進めてください。

 質B

9 空き地等を活用した定住促進

・移住者はもとより、住民の定住を促進す
るための制度構築と情報発信に努めてくだ
さい。

 質C

10 多文化共生の推進

・国際交流事業等を通じて、中学生が日野
町の良さを伝えることで、さらに町の魅力
を再認識できるよう取り組みを進めてくだ
さい。
・多文化共生事業については、まちの「た
から」を活かし、事業展開するとともに、
その魅力の情報発信にも努めてください。  質B
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略　　　　　施　策　検　証　結　果　一　覧　表 平成２７年度

①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

基本目標施策№ 施策 検証委員からのコメント

検証項目
合計

検証点数

質的検証

9 1 1 1 1 13

 量S B

11 スポーツによる交流の促進

・みんなのスポーツ広場の開催だけでな
く、さまざまな人がスポーツに親しめるよ
う各種事業を推進してください。また、各
種事業の推進にあっては、スポーツを通じ
た交流づくりを意識し、取り組みを進めて
ください。
・町主催の事業だけでなく、町民駅伝など
の住民が主体となったスポーツイベントの
支援や情報発信に努めてください。

 質D
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略　　　　　施　策　検　証　結　果　一　覧　表 平成２７年度

①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

基本目標施策№ 施策 検証委員からのコメント

検証項目
合計

検証点数

質的検証

9 2 2 1 3 17

 量S B

10 3 2 2 1 18

 量S B

9 2 2 2 1 16

 量S B

8 3 3 2 2 18

 量A B

10 2 1 2 2 17

 量S B

10 1 3 1 2 17

 量S B

0 3 3 2 2 10

 量D C

0 1 2 2 3 8

 量D C

10 3 3 2 2 20

 量S B

0 2 3 3 3 11

 量D C

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
み
ん
な
で
支
え
て
か
な
え
る

1 出会いの場の創出

・婚活をしている方が自分磨きのセミナー
へ、積極的に参加できるような仕組みづく
りを検討してください。

 質C

2 産み育てやすい環境の充実

・時々のニーズにあった切れ目のない支援
を行うため、出産後のサポートにつながる
よう取り組みを進めてください。
・地域とのつながりが無い妊婦について、
安心して出産ができるようサポートに努め
てください。  質C

3
乳幼児健診における保健指導
の充実

・妊娠から出産後までの切れ目の無いサ
ポートとなるよう努めてください。また、
時々のニーズの把握に努めてください。
・地域のつながりの中で、出産後のサポー
トを受けられるよう取り組みを進めてくだ
さい。  質C

4 保育所の整備

・妊娠、出産後から切れ目の無いサポート
に努め、子育て負担の軽減となるよう取り
組みを進めてください。

 質B

5
子育て期間中の保護者の交流
促進

・支援者の育成についても取り組みを進め
てください。
・施策の今後の取り組みについて、継続だ
けでなく施策の充実に努めてください。
・妊娠、出産、保育などと切れ目がないサ
ポートに努めてください。  質C

6 子育て支援員の確保

・子育てに係る負担軽減につながる取り組
みとなるよう努めてください。
・支援員養成研修等の周知を図るととも
に、町内の子育て支援員の把握に努めてく
ださい。

 質C

7
ファミリーサポートセンター
の整備

・ファミリーサポートセンターの運営につ
いては、ニーズを把握するとともに、地域
とのつながり方を検討し、取り組みを進め
てください。

 質B

8 交流できる場の充実

・施策を通じた子育て世代との関わりで、
未来の希望につながるように努めてくださ
 い。

 質C

9 福祉医療制度の実施

・福祉医療制度の業務を通じて、子育ての
負担軽減につながる新たな施策が検討でき
る場合は、他部署との連携により推進して
ください。

 質B

10 障がい児の支援の充実

・保護者が子どもへの支援を利用しやすく
なるように、啓発や仕組みづくりを進めて
ください。

 質B

25



日野町くらし安心ひとづくり総合戦略　　　　　施　策　検　証　結　果　一　覧　表 平成２７年度

①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

基本目標施策№ 施策 検証委員からのコメント

検証項目
合計

検証点数

質的検証

10 2 3 2 2 19

 量S A

10 2 3 2 2 19

 量S A

10 2 1 2 2 17

 量S B

10 3 3 2 2 20

 量S A

10 3 3 2 2 20

 量S A

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
み
ん
な
で
支
え
て
か
な
え
る

11 子どもの読書活動推進

・保護者とボランティア、地域住民との連
携を更に拡充し、施策の推進に努めてくだ
さい。
・保護者が子ども読書活動に関わる機会づ
くりを進めるとともに、子ども読書活動を
通じて、子育への希望につながるよう、施
策の推進に努めてください。  質B

12 働きやすい職場環境の推進

・子育て支援や育児休業の促進、ワークラ
イフバランス等の具体的な実施の支援につ
いて検討を進めてください。

 質B

13 学童保育所の整備

・地域ボランティアなど幅広い人材の確保
に努めてください。
・子育てに係る負担軽減は、親からの視点
だけでなく、子どもの健やかな成長を育む
環境づくりなど、福祉の増進にもつながる
よう努めてください。  質C

14
児童・生徒の自主的学習支援
の推進

・子どもたちの発達段階にあった学習支援
により、子どもたちの成長につながるよう
努めてください。
・学習支援を通じて、家庭の教育負担の軽
減につながるよう取り組みを進めてくださ
 い。  質B

15 奨学金制度の充実

・現在の奨学金制度について、地方創生の
観点から、町の子育て支援の目玉として、
卒業後に町へ定住する若者への給付制度と
することについて検討ください。

 質B
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日野町くらし安心ひとづくり総合戦略　　　　　施　策　検　証　結　果　一　覧　表 平成２７年度

①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

基本目標施策№ 施策 検証委員からのコメント

検証項目
合計

検証点数

質的検証

10 3 3 3 3 22

 量S A

9.6 2 1 2 1 15.6

 量S B

10 1 1 1 1 14

 量S B

0 2 3 2 2 9

 量D C

0 2 2 2 3 9

 量D C

9.6 3 3 3 2 20.6

 量S A

0 2 2 2 2 8

 量D C

10 3 3 2 2 20

 量S A

10 3 2 2 2 19

 量S A

10 3 3 2 2 20

 量S A

く
ら
し
や
す
い
地
域
と
つ
な
が
り
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

1 進取のまちの推進

・運営が難しい状況にある自治会について
は、町が積極的に関わるように努めてくだ
さい。
・家庭でのきづなを育むため、他部署との
連携を図ってください。

 質B

2 地域福祉活動の推進

・地域福祉活動を推進するため民生委員児
童委員と福祉協力員の連携強化に努めてく
ださい。
・自治活動を基盤として、地域の困りごと
の解決につながるような、地域福祉活動と
なるように取り組みを進めてください。  質C

3
ボランティア団体の組織化の
促進

・自治活動などを通じて、市民活動のリー
ダー育成につながるように取り組みを進め
てください。
・大規模災害時のボランティアセンターの
運営体制を確立するとともに、住民へはボ
ランティアとして関わりをもってもらえる
よう意識啓発に努めてください。  質D

4 コミュニティビジネスの創出

・コミュニティビジネスを創業しようとす
る人材をバックアップする仕組みについて
も検討を進めてください。

 質B

5 異分野・多世代交流の創出

・公民館の行事や講座を通じた、地域での
分野や世代を越えた人と人をつなぐ仕組み
づくりに努めてください。
・公募サポーター制度を導入するととも
に、これまでの実行員会制度の充実も図っ
てください。  質B

6 学びの機会の充実

・作成した「字別懇談会をすすめるため
に」を活用し、地域のさまざまな課題が話
し合える学習機会づくりの充実に努めてく
ださい。
・公民館活動・地域行事として、幅広い層
が参加できる通学合宿の促進に努めてくだ
さい。

 質B

7
農林業を活かした中間就労の
創出

・一般就労が困難な人と、その人に合った
中間就労の場をつなぐ指導員の育成を進め
てください。
・安心・安全のまちづくりにつながるよ
う、中間就労を通じて、就労者が自ら生き
がいを持って働くとともに、受け入れる団
体側においても、生きがいとなるように努
めてください。

 質C

8 障がい者の就労促進

・障がいのある人の就労に向けて、事業所
に対する働きかけを進めてください。ま
た、いきいきと暮らせるように施策を進め
てください。

 質B

9 障がい福祉サービスの充実

・地域において、自分らしくいきいきと暮
らしていけることにつながる、施策の推進
に努めてください。
・障がいのある人を地域において受け入れ
られる土壌づくりを進めてください。

 質B

10
介護予防の促進・高齢者の自
主的な活動支援

・人と場所と機会をつなぐ仕組みとして、
おたっしゃサポーター（運動指導サポー
ター）の連携について努めてください。

 質B
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①ＫＰＩ
②施策

取り組み状況
③施策

今後の取り組み
④基本目標等
取り組み状況

⑤基本目標等
今後の取り組み

量的検証 検証結果

基本目標施策№ 施策 検証委員からのコメント

検証項目
合計

検証点数

質的検証

10 3 3 2 2 20

 量S A

10 3 3 3 2 21

 量S A

10 2 3 2 2 19

 量S A

9 2 3 2 2 18

 量S B

く
ら
し
や
す
い
地
域
と
つ
な
が
り
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

11
犯罪・事故のないまちづくり
の推進

・意見交換会や定期大会などを通じ、顔の
見える関係のもとで、住民が主体となる安
全で安心して住み続けられるまちづくりに
つながるよう、情報提供と支援に努めてく
ださい。

 質B

12 消防団活動の充実

・消防団員の確保が難しくなっている理由
の分析を行い、現状にあった消防団の運営
について検討を進めてください。また、理
由の一つと考えられる訓練について、過度
なものでなく、有事の際に活動ができる内
容となるよう努めてください。
・消防団員として、自らが安心・安全なま
ちづくりに貢献していくという気風を育む
ため、他施策との連携などを検討くださ
 い。

 質B

13 自主防災組織の育成

・顔の見えるつながりの中での防災活動と
なるよう、防災士の横のつながりをつくる
とともに、防災士と地域のつながりづくり
に努めてください。
・指定避難所の運営について、地元住民が
関わることについて検討を進めてくださ
 い。

 質B

14 公共交通の利用促進

・公共交通の重要性について、住民の理解
を高めるため、住民自信が考える機会づく
りに努めてください。

 質B
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